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【研究成果の概要】  （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 ）  
 

 生 命 科 学 研 究の 推 進、 及 び そ れ ら 研究 成 果の 教 育 へ の 活 用に つ いて 以 下 の 成 果 を得 た 。  

（ 1）出 芽 酵 母 、分 裂 酵母 、シ ロ イ ヌ ナ ズ ナ 、イネ 、タ バ コ に お け る機械 受 容 チ ャ ネ ルの 構 造と

生 理 機 能 を 分 子生 物 学お よ び 細 胞 生 物学 的 に研 究 し た 。 本 研究 に より 、 低 浸 透 圧 ショ ッ ク、 運

動 -感 覚 の 連 動 な ど の分子 機 構 の 一 端 を明 ら かに し た 。（ ２ ） ファ ー ジ l a mb d a  Nタ ン パ ク 質 を 中

心 と す る ア ン チタ ー ミネ ー シ ョ ン 複 合体 を モデ ル シ ス テ ム とし て 用い た リ ボ ヌ ク レオ タ ンパ ク

質 （ RNP） 複 合 体 の 構築原 理 の 解 析 、 RNA-ペ プ チ ド 相 互 作 用 の解 析 、 RN Aル ー プ ・ ル ー プ 相 互

作 用 を 利 用 し た小 分 子検 出 系 の 開 発 、及 び RNAを 鋳 型 と し た ペ プ チ ド ・ ラ イ ゲ ー シ ョン 系 の開

発 を 行 っ た 。（ 3）生 殖細 胞 の 形 成・成 熟 過程の 調 節 を 細 胞 レベ ル 、分 子 レ ベ ル で 総合 的 に解 明

す る こ と を 研 究目 的 とし て 、 ヒ ト デ の卵 成 熟を モ デ ル に 調 節・ 制 御に 関 わ る ホ ル モン 分 子の 同

定 お よ び 作 用 機構 に つい て 研 究 を お こな っ た 。（ 4） フ タ ホ シ コオ ロ ギを 用 い 、 記 憶 中枢 ニ ュー

ロ ン の ケ ニ オ ン細 胞 に同 定 さ れ る イ オン チ ャネ ル に 対 す る 神経 伝 達物 質 ア セ チ ル コリ ン の作 用

及 び そ の 下 流 に位 置 する 一 酸 化 窒 素 シグ ナ ル伝 達 系 に よ る 変調 作 用を 調 べ た 。（ 5）珪 藻 の多 様

性 に 関 わ る 形 態的 お よび 生 態 的 研 究 を縦 溝 珪藻 類 に お い て 進め る と共 に 、 珪 藻 を バイ オ テク ノ

ロ ジ ー に 応 用 する 研 究お よ び 従 来 の 研究 成 果を 生 物 教 育 お よび 環 境教 育 に 転 換 す る国 際 共同 研

究 を 行 っ た 。（ 6）社 会適 応 行 動 の 作 動原 理 の解 明 を め ざ し 、社 会 性昆 虫 の ク ロ オ オア リ をモ デ

ル と し て 神 経 生物 学 的な 研 究 を 推 進 して い る。 平 成 2 3年 度 は主 に 、行 動 デ ー タ の 蓄積 と 解析 を

行 っ た 。 ま た 、初 等 教育 現 場 へ の 還 元と い う観 点 か ら 、 こ れま で の一 連 の 研 究 成 果を 実 践事 例

と し て ま と め た。（ 7）シ ョ ウ ジ ョ ウ バエ の 翅構 造 色 パ タ ー ンの 種 間比 較 お よ び 構 造色 に 影響 を

与 え る 遺 伝 子 につ い て研 究 を 行 っ た 。ま た 、ヒョ ウ モ ン シ ョ ウジ ョ ウバ エ 亜 属 4種 の 分子 系 統解

析 お よ び 配 偶 行動 の 比較 を 行 っ た。（ 8）本 年度 は シ ロ イ ヌ ナズ ナ の根 端 成 長 の 数 理モ デ ル解 析

を 進 め 、 倍 数 化に よ って 体 積 増 大 の コス ト が低 下 す る こ と など を 明ら か に し た 。 また 、 平行 し

て 植 物 形 態・分 類 学 の研究 を 進 め 、マ ツ モ 属 に関す る 知 見 を 著 書（ 分 担執筆 ）に ま と め た 。（ 9）

葉 の サ イ ズ 決 定機 構 を明 ら か に す る ため 、「 補償 作 用 」の理 解 が 鍵 である 。補 償 作用 と は 、あ る

種 の 突 然 変 異 によ り 、葉 の 細 胞 数 が 減少 す ると 、 過 剰 な 細 胞伸 長 が誘 導 さ れ る 現 象で あ る。 現

在 、 補 償 作 用 を示 す シロ イ ヌ ナ ズ ナ の液 胞 型プ ロ ト ン ポ ン プ機 能 欠損 型 突 然 変 異 体を 用 いて 葉

の サ イ ズ 制 御 機構 の 解明 に 取 り 組 ん でい る 。（ 10）グ ッ ピ ー等 の 小 型 魚類 を 用 い て、雌 の 配 偶者

選 択 に 対 す る 雄の 体 色や 匂 い の 影 響 、及 び 雌選 択 の 指 標 と なる 雄 形質 と 精 子 の 質 の関 連 など 、

性 淘 汰 に 関 す る検 証 を行 っ た 。  
 

 

研究成果発表方法  
 

飯 田 秀 利  

論 文  
Fu j iu ,  K . ,  N a ka ya ma ,  Y. ,  I i d a ,  H . ,  So kab e ,  M. ,  an d  Yo sh i mu r a ,  K .  (2 0 11 )  Me ch an o re c ep t io n  in  
mo t i l e  f l ag e l l a  o f  Ch la m y d o mo n a s .  Na t .  C e l l  B io l .  1 3 ,  6 3 0 -6 3 3  

 
Na k an o ,  M. ,  I i d a ,  K . ,  N yu n o ya ,  H . ,  an d  I i d a ,  H .  (2 0 11 )  De t e r min a t i o n  o f  s t ru c tu r a l  r e g io n s  
i mp o r t an t  fo r  C a 2 +  u p t a k e  a c t i v i t y  i n  Ar ab id o p s i s  MC A1  an d  MC A2  e xp r e s sed  in  ye a s t .  Pla n t  Ce l l  
Ph ys io l . ,  5 2 ,  1 9 1 5 -1 9 3 0 .  
 
Ku ru su  T,  Ni sh ik a wa  D,  Ya ma z a ki  Y,  Go to h  M ,  Na k an o  M,  H a mad a  H,  Ya man a ka  T,  I i d a  K ,  
Na k a ga wa  Y,  Sa j i  H ,  Sh in o za k i  K ,  I i d a  H ,  Ku ch i t su  K .  (2 0 1 2 )  P l as ma  me mb r an e  p ro t e in  OsM C A1  i s  
i n vo l v ed  in  r e gu l a t i o n  o f  h yp o -o s mo t i c  sh o c k- in d u ced  Ca 2 +  i n f lu x  an d  mo d u la t e s  g en e ra t i o n  o f  
r e ac t i v e  o x yg en  sp e c i e s  i n  cu l tu r ed  r i ce  c e l l s .  B M C Pla n t  B io l . ,  1 2 ,  11 .  

 



Ku ru su ,  T. ,  Ya man a ka ,  T. ,  N a k an o ,  M. ,  Ta k igu ch i ,  A . ,  O g as a wa ra ,  Y. ,  Ha ya sh i ,  T. ,  I i d a ,  K . ,  
Han a ma ta ,  S . ,  Sh in o z a k i ,  K . ,  I i d a ,  H . ,  an d  Ku ch i t su ,  K .  (2 0 1 2 )  In vo l v e men t  o f  t h e  p u t a t i ve  
Ca 2 + -p e r me ab le  me c h an o sen s i t i v e  ch an n e l s ,  N t MC A1  an d  N tMC A2 ,  i n  Ca 2 +  u p t a k e ,  C a 2 + -  
d ep en d en t  c e l l  p ro l i f e ra t i o n  an d  me ch an i c a l  s t r e s s - in d u ced  g en e  e xp r es s io n  in  t o b ac co  ( Ni co t i an a  
t ab acu m)  BY-2  c e l l s .  J .  P la n t  Re s . ,  i n  p r es s .  
 
 
招 待 講 演  
飯 田 秀 利  
植 物 の 機 械 刺 激受 容 と Ca 2 + シ グ ナ リ ン グ  
日 本 植 物 学 会 第 7 5 回 大会  
東 京 都  東 京 大学 駒 場キ ャ ン パ ス  2 0 11 年 9 月 1 7 日  
 
飯 田 秀 利  
出 芽 酵 母 と 植 物に 固 有の Ca 2 + チ ャ ネ ル  ― そ の構 造 と 役 割 ―  
第 5 3 回 日 本 植 物 生 理 学会 年 会 ／ 第 3 0 回 植 物 生理 若 手 の 会  
京 都 市  京 都 産業 大 学  2 0 1 2 年 3 月 1 6 日  
 
Hid e to sh i  I i d a  
Ca 2 + -p e r me ab le  me c h ao se n s i t i v e  ch an n e l  c an d id a t e s  i n  Ar ab id o p s i s  
In s t i t u t e  o f  Bo tan y,  Ch in e se  Ac ad e m y o f  S c i en c e ,  B e i j i n g ,  Ma rch  2 7 ,  2 0 1 2  
 
Hid e to sh i  I i d a  
Ca 2 + -p e r me ab le  me c h ao se n s i t i v e  ch an n e l  c an d id a t e s  i n  Ar ab id o p s i s  
Co l l eg e  o f  B io lo g ic a l  Sc i en c e  an d  B io t e ch n o lo g y,  Be i j i n g  Fo r e s t r y  Un i ve r s i t y,   
Be i j i n g ,  M ar ch  2 8 ,  2 0 1 2  
 
 
口 頭 発 表  
中 野 正 貴 、 飯 田和 子 、丹 生 谷 博 、 飯 田秀 利  
シ ロ イ ヌ ナ ズ ナの Ca 2 + 透 過 性 機 械 受 容チ ャ ネル 候 補 MCA1 と MC A2 の Ca 2 + 取 込 み 活 性 に 重要 な

領 域 の 特 定 （ 口頭 ）  
第 3 4 回 日 本 分 子 生 物 学会 年 会  
横 浜 市  パ シ フィ コ 横浜  2 0 11 年 1 2 月 1 5 日  
 
中 野 正 貴 、 飯 田和 子 、丹 生 谷 博 、 飯 田秀 利  
酵 母 細 胞 を 利 用し た シロ イ ヌ ナ ズ ナ の MCA1 と MC A2 の 低 浸 透 圧 応 答 性 の 研 究  
第 5 3 回 日 本 植 物 生 理 学会 年 会  

京 都 市  京 都 産業 大 学  2 0 1 2 年 3 月 1 8 日  
 

中 山  義 敬 、 飯 田  秀 利    
Mech an o s en s i t i v e  ch an n e l s  e s sen t i a l  fo r  t h e  h yp o -o s mo t i c  sh o c k  r esp o n se  i n  f i s s io n  ye a s t  
分 裂 酵 母 の 低 浸透 圧 ショ ッ ク 応 答 に 必要 な 機械 受 容 チ ャ ネ ル  
日 本 農 芸 化 学 会大 会 2 0 12  
京 都 市  京 都 女子 大 学  2 0 1 2 年 3 月 2 4 日  

 
 

ポ ス タ ー 発 表  
鎌 野 俊 平  飯 田和 子 、雷  凱 健 、 飯 田 秀利  
シ ロ イ ヌ ナ ズ ナの Ca<su p >2 + </ su p >透 過 性 機 械 受 容 チ ャ ネ ル 候補 MCA1 お よび MCA2 の 膜 ト ポ

ロ ジ ー の 決 定  
第 3 4 回 日 本 分 子 生 物 学会 年 会  
横 浜 市  パ シ フィ コ 横浜  2 0 11 年 1 2 月 1 3 日  
 
中 野 正 貴 、 飯 田和 子 、丹 生 谷 博 、 飯 田秀 利  
シ ロ イ ヌ ナ ズ ナの Ca 2 + 透 過 性 機 械 受 容チ ャ ネル 候 補 MCA1 と MC A2 の Ca 2 + 取 込 み 活 性 に 重要 な

領 域 の 特 定 （ ポス タ ー）  
第 3 4 回 日 本 分 子 生 物 学会 年 会  
横 浜 市  パ シ フィ コ 横浜  2 0 11 年 1 2 月 1 5 日  
 
Yo sh i t a ka  N a ka ya ma 1 ,  K e n j i ro  Yo sh i mu ra 2 ,  an d  Hi d e to sh i  I i d a 1  
Mech an o s en s i t i v e  ch an n e l s  e s sen t i a l  fo r  su r v i va l  u p o n  h yp o -o s mo t i c  sh o ck  in  f i s s io n  ye a s t  
分 裂 酵 母 の 低 浸透 圧 ショ ッ ク に 対 す る生 存 に必 要 な 機 械 受 容チ ャ ネル  
第 3 4 回 日 本 分 子 生 物 学会 年 会  
横 浜 市  パ シ フィ コ 横浜  2 0 11 年 1 2 月 1 6 日  
 

 



原 田 和 雄  

総 説  

原 田 和 雄 （ 2 0 1 1） 「 RNAデ ザ イ ン 」  

医 学 の あ ゆ み 「 RNA医 学 ・ 医 療  ～ あら た な診 断 ・ 治 療 を 拓く 」  
医 歯 薬 出 版 株 式会 社  ,  pp .  5 8 6 -5 9 1 
 

 

三 田 雅 敏  
論 文  
Mita ,  M . ,  Ya ma mo to ,  K . ,  Na k a mu ra ,  M. ,  an d  Na g ah a ma ,  Y.  (2 0 11 )  Ho r mo n a l  ac t i o n  o f  r e l a x in - l i k e  
go n ad - s t i mu la t in g  su b s t a n ce  ( GSS)  o n  s t a r f i sh  o v ar i e s  i n  g ro win g  an d  fu l l y  g ro wn  s t a t e s .   Gen .  
Co mp .  En d o cr in o l . ,  1 7 2  ( 1 ) :  8 5 -8 9 .  
 
Mi t a ,  M. ,  Ya ma mo to ,  K . ,  an d  N a gah a ma ,  Y.  (2 0 11 )  In t e r a c t io n  o f  r e l a x i n - l i ke  go n ad - s t i mu l a t in g  
su b s t an ce  wi th  o v ar i an  fo l l i c l e  c e l l s  o f  t h e  s t a r f i sh  As t er in a  p e c t in i f e ra .   Z o o l .  Sc i . ,  2 8 :  7 6 4 -7 6 9 .  
 
Mi t a ,  M. ,  Ya ma mo to ,  K . ,  Na k a mu r a ,  M. ,  Ta ke sh i g e ,  Y. ,  Wa tan ab e ,  M. ,  an d  N a g ah a ma ,  Y.  (2 0 1 2 )  
P ar t i c ip a t io n  o f  Gs -p ro t e i n s  i n  t h e  ac t i o n  o f  r e l a x in - l i ke  go n ad - s t i mu l a t in g  s u b s t an c e  ( GSS)  fo r  
1 - meth y l ad en in e  p ro d u c t i o n  in  s t a r f i sh  o v ar i an  fo l l i c l e  ce l l s .   G en .  Co mp .  E n d o cr in o l . ,  ( i n  p re s s ) .  
 
招 待 講 演  
Mita ,  M. ,  Ya ma mo to ,  K . ,  Na k a mu r a ,  M. ,  an d  Na g ah a ma,  Y.  
P ar t i c ip a t io n  o f  Gs -p ro t e i n s  i n  t h e  ac t i o n  o f  r e l a x in - l i ke  go n ad - s t i mu l a t in g  s u b s t an c e  ( GSS)  fo r  
1 - meth y l ad en in e  p ro d u c t i o n  in  s t a r f i sh  o v ar i an  fo l l i c l e  ce l l s    
Th e  In au gu r a l  M e e t in g  o f  t h e  No r th  A me r i can  So c i e t y  fo r  Co mp ar a t i v e  En d o cr in o lo g y  
Un i ve r s i t y  o f  M ich i g an ,  An n  Arb o r,  MI ,  US A,  2 0 11年 7月 1 6日  
 
三 田 雅 敏  
オ ニ ヒ ト デ の 生殖 巣 刺激 ホ ル モ ン (GSS )   
瀬 底 シ ン ポ ジ ウム ： 海洋 生 物 研 究 の 現状 と 将来 展 望  
琉 球 大 学 熱 帯 生物 圏 研究 セ ン タ ー 瀬 底実 験 施設 （ 沖 縄 ）、 2 0 11 年 1 2 月 1 0 日  
 
Mi t a ,  M.  
Ho r mo n a l  a c t i o n  o f  r e l a x i n - l i ke  go n ad - s t i mu l a t in g  su b s t an ce  ( gs s )  fo r  1 - me t h yl ad en in e  p ro d u c t io n  
in  s t a r f i sh  o v ar i an  fo l l i c l e  ce l l s  

Th e  7 t h  As i a  an d  O ce an i a  So c i e t y  fo r  Co mp ar a t i v e  En d o cr in o lo g y  Co n g re s s  

Su n wa y Re so r t  Ho t e l  & S p a ,  Ku a l a  Lu mp u r,  Ma la y s i a ,  2 0 1 2 年 3 月 5 日  
 
ポ ス タ ー 発 表  
川 島 真 波 ,  大 前 貴 俊 ,  平井 俊 朗 ,  三 田 雅 敏  
３ 種 類 の ヒ ト デに お ける リ ラ キ シ ン 様生 殖 巣刺 激 ホ ル モ ン 分子 (GS S)の 比 較  
第 8 2回 日 本 動 物学 会  
旭 川 市 大 雪 ア リー ナ （北 海 道 ）、 2 0 11年 9月 2 1日  
 
三 田 雅 敏 ,  山 本 和 俊 ,  中村  將 ,  長 濱 嘉 孝  
卵 黄 形 成 期 の イ ト マ キ ヒ ト デ 卵 巣 の 組 織 学 的 観 察 お よ び リ ラ キ シ ン 様 生 殖 巣 刺 激 ホ ル モ ン

( GSS )の 作 用 機 構  
第 8 2回 日 本 動 物学 会  
旭 川 市 大 雪 ア リー ナ （北 海 道 ）、 2 0 11年 9月 2 2日  
 
渡 辺 美 秀 ,  山 本 和 俊 ,  三田 雅 敏  
ヒ ト デ 卵 濾 胞 細胞 の Ca 2 + 欠 如 海 水 処 理 に 伴 う 生殖 巣 刺 激 ホ ル モン (GS S)に 対 す る 応 答 の消 失  
第 3 6回  日 本 比 較内 分 泌学 会 大 会  
都 道 府 県 会 館 （東 京 都千 代 田 区 ）、 2 0 11年 11月 2 3日  
 
竹 重 友 貴 ,  山 本 和 俊 ,  三田 雅 敏  
イ ト マ キ ヒ ト デ卵 濾 胞細 胞 の 生 殖 巣 刺激 ホ ルモ ン ( GSS)に 対 す る シ グ ナ ル 情 報 伝 達 系に つ いて  
第 3 6回  日 本 比 較内 分 泌学 会 大 会  
都 道 府 県 会 館 （東 京 都千 代 田 区 ）、 2 0 11年 11月 2 3日  
 
市 丸 修 子 ,  原 口 省 吾 ,  三田 雅 敏 ,  筒 井 和 義  
無 脊 椎 動 物 の 脳に お ける ニ ュ ー ロ ス テロ イ ド合 成 ： 棘 皮 動 物ヒ ト デの 解 析  
第 3 6回  日 本 比 較内 分 泌学 会 大 会  
都 道 府 県 会 館 （東 京 都千 代 田 区 ）、 2 0 11 年 11 月 2 3 日  



 

 

吉 野 正 巳  
著 書  
長 谷 川 正 ・ 松 川正 樹 編  植 松 晴 子 ・ －－ ・  吉野 正 巳  
小 学 校 教 員 の ため の 理科 教 育 － 科 学 的な 見 方・ 考 え 方 を 養 う－ 東 京学 芸 大 学 出 版 ,  1 0 4 - 1 1 3 .  
 
翻 訳  
池 内 昌 彦 ・ 伊 藤元 己 ・木 村 武 二 ・ 久 保田 康 裕・ 中 島 春 紫 ・ 野間 口 隆・ 箸 本 春 樹 ・ 吉野 正 巳  
エ ッ セ ン シ ャ ル  キ ャン ベ ル 生 物 学  
Ca mp b e l l E ss en t i a l B i o lo g y 4 th Ed i t i o n 丸 善 出 版  
 
ポ ス タ ー 発 表  
中 村 敦 直 ・ 吉 野正 巳  
フ タ ホ シ コ オ ロギ の ケニ オ ン 細 胞 に 見ら れ る GAB AB 受 容 体 に よ る 長 期 抑 制 作 用  
日 本 動 物 学 会  
旭 川 , 2 0 1 1 年 9 月 2 2 日  
 
村 田 馨 ・ 井 上 重毅 ・ 吉野 正 巳  
フ タ ホ シ コ オ ロギ の ケニ オ ン 細 胞 に 見ら れ る複 合 活 動 電 位 に対 す るア セ チ ル コ リ ンの 作 用  
日 本 動 物 学 会  
旭 川 , 2 0 1 1 年 9 月 2 2 日  
 
辻 内 裕 樹 ・ 小 境久 美 子・ 田 中 希 依 ・ 吉野 正 巳  
コ オ ロ ギ の ケ ニオ ン 細胞 に 発 現 す る Ca チ ャ ネ ル の N O シ グ ナ ル 伝 達 系に よ る 制 御  
日 本 動 物 学 会  
旭 川 , 2 0 1 1 年 9 月 2 2 日  
 
長 谷 部 政 治 ・ 吉野 正 巳  
コ オ ロ ギ の ケ ニオ ン 細胞 に 発 現 す る K N a チ ャ ネ ル の NOシ グ ナ ル 伝 達 系に よ る 抑 制 性 制御  
日 本 動 物 学 会  
旭 川 , 2 0 1 1 年 9 月 2 2 日  
 
井 上 重 毅 ・ 吉 野正 巳  
フ タ ホ シ コ オ ロギ の 解離 ケ ニ オ ン 細 胞は 高 い自 発 活 動 能 を 持つ  
日 本 動 物 学 会  
旭 川 , 2 0 1 1 年 9 月 2 2 日  
 
 

真 山 茂 樹  

論 文  
Ho ffe r,  J . ,  M a ya ma ,  S . ,  L in g le ,  K . ,  Co n ro y,  K . ,  & Ju l iu s ,  M.  (2 0 11 )  S i mRi ve r,  en v i ro n men t a l  
mo d e l in g  so f t war e  fo r  t h e  sc i en c e  c l a s s ro o m.  S c i en ce  Sco p e  3 4 (5 ) :  2 9 -3 3 .  
 
Tan a k a ,  T. ,  Fu ku d a ,  Y. ,  Yo sh in o ,  T. ,  M a ed a ,  Y. ,  Mu to ,  M. ,  M at su mo to ,  M. ,  M a ya ma ,  S .  & M at su naga,  
T.  (2 0 11 )  H igh - th ro u g h p u t  p yro seq u en c in g  o f  t h e  ch lo ro p la s t  g en o me o f  a  h i gh l y  
n eu t r a l - l i p id -p ro d u c in g  m ar in e  p en n a t e  d i a to m,  Fi s tu l i f e ra  sp .  s t r a in  JP CC D A0 5 8 0 .  P h o to s yn th e s i s  
1 0 9 :  2 2 3 -2 2 9 .  
 
Le e ,  J . H . ,  Ch eo n g ,  C . ,  K wo n ,  N . J . ,  K i m,  Y. J . ,  P a rk ,  H . G. ,  Ma ya ma ,  S . ,  Ka to h  K.  an d  O mo r i ,  H .  
(2 0 11 )  Tr i a l  o f  ed u c a t io n a l  co mp u te r  s i mu la t io n  s o f t war e  'S i mR i ve r '  fo r  a s se ss me n t  o f  r i v e r  wa t e r  
q u a l i t y  fo r  en v i ro n men ta l  ed u c a t io n  in  s ch o o l s .  En vi ro n men t a l  Ed u ca t io n  2 4 (1 ) :  4 0 -4 8 .  
 
Ma ya ma ,  S . ,  Ka to h ,  K . ,  O mo r i ,  H . ,  Se in o ,  S . ,  O s a k i ,  H . ,  Ju l i u s ,  M. ,  Le e ,  J .H . ,  Ch eo n g ,  C . ,  Lo b o ,  
E . A. . ,  Wi t ko wsk i ,  A . ,  S r i v ib o o l ,  R . ,  Mu an gp h r a ,  P. ,  J ah n ,  R . ,  Ku l i ko v s k i y,  M. . ,  Ha mi l to n ,  P.B . ,  Gao ,  
Y. H. ,  & Ec to r,  L .  ( 2 0 11 )  P ro gre s s  t o ward  th e  co n s t ru c t io n  o f  an  i n t e rn a t io n a l  web -b a s ed  ed u ca t io n a l  
s ys t e m fea tu r in g  i mp ro v e d  "S i mR i ve r "  fo r  u n d er s t an d in g  o f  r i v e r  en v i ro n m en t s .  As i an  Jo u r n a l  o f  
B io lo g y  Ed u c a t io n  5 :  2 -1 4 .  
 
Mu ra se ,  A. ,  Ku b o t a ,  Y. ,  H i r a ya ma ,  S . ,  Ku ma sh i ro ,  Y. ,  O k an o ,  T. ,  M a ya ma ,  S .  & U me mu r a ,  K .  (2 0 11 )  
Two -d i men s io n a l  t r a j e c to r y an a l ys i s  o f  t h e  d i a to m  Na vi cu l a  sp .  u s in g  a  mi c ro  ch a mb er.  Jo u rn a l  o f  
Micro b io lo g ic a l  Me th o d s  8 7 :  3 1 6 -3 1 9  
 

洲 澤 多 美 枝 ・ 清 野 聡 子 ・ 真 山 茂 樹  ( 2 0 1 1 )  筑 後 川 上 流 に 大 量 出 現 し た Cy mb el la  j a n i sc h i i  
( A. W. F .Sch mid t )  De  To n i と Go mp h o n e i s  min u ta  ( S to n e)  Ko c io l ek  & S to e r me r： 外 来 種 珪 藻 の 可 能

性 に つ い て .  D ia to m 2 7 :  5 8 -6 4 .   



 
招 待 講 演  
真 山 茂 樹 、이정호、정철（ 真 山 茂 樹 、 イ ジ ョン ホ 、 チ ョ ン チョ ル ）   
하천  생태  컴퓨터  브로그램을  이용한  환경교육  -돌말을  이용한  하천  수질  컴퓨터  
시뮬레이션  브로그램  Si mR iv er 의  활용  -돌말을  이용한  하천  수질  컴퓨터  시뮬레이션  

브로그램  Si mR i ve r 의  활용  (河 川 生 態 の コ ン ピ ュ ー タ の ブ ロ グ グ ラ ム を 利 用 し た 環 境 教 育  
-珪 藻 を 利 用 し た 河 川水質 の コ ン ピ ュ ータ シ ミュ レ ー シ ョ ン ブロ グ グラ ム Si mRi ve r の 活 用 )  
韓 国 環 境 教 育 指導 者 コー ス 職 務 研 修  
テ グ （ 韓 国 ）、 2 01 0 年 8 月 1 2 日  
 
Sh ig e k i  M a ya ma  
In t e rn a t io n a l  Web -b a s ed  Ed u c a t io n a l  S ys t e m Fe a tu r in g  Di a to ms  fo r  Un d er s t an d in g  o f  t h e  R i ve r  
En vi ro n men t  
資 源 及 生 態 学 知名 学 者講 座 系 列 之 三 十九 （ 中国 厦 門 大 学 生 命科 学 院主 催 ）     
厦 門 大 学  中 国 、 2 0 11 年 6 月 1 9 日  
 
Sh ig e k i  M a ya ma  & Ju n g - Ho  Lee  
Us e  o f  S i mR i v er,  r i v e r  wa t e r  q u a l i t y  s i mu l a t io n  p r o gr a m u s in g  d i a to ms  in  e n v i ro n me n t a l  ed u ca t io n  
in  s ch o o l   
第 2 5 回 韓 国 藻 類 学 会 学術 発 表 大 会   
Su n g k yu n k wan  Un i v er s i t y  韓 国 、 2 0 11 年 4 月 2 1 日  
 
真 山 茂 樹  
珪 藻 の 殻 の 作 られ 方   
ク ラ ス タ ー セ ミナ ー「 珪藻 の 構 造 と バ イオ ミ ネラ ル 模 倣 」（ 独 立行 政 法人 物 質・材 料 研究 機 構 主

催 ）                                                             
物 質 ・ 材 料 研 究機 構  つ く ば 、 2 0 11 年 3 月 7 日  
 
口 頭 発 表  
林 佑 亮 ・ 真 山 茂樹  
海 産 珪 藻 Na vi cu la  a lp h a  Cle v e の 被 殻 微 細 構 造 と 属 の 変 更  
日 本 珪 藻 学 会 第 3 1 回 研究 集 会  
田 沢 湖 、 2 0 11 年 11 月 5 日  
 
太 田 祐 輔 ・ 真 山茂 樹  
河 川 産 付 着 珪 藻の ク ロロ フ ィ ル ｃ 量 と総 細 胞体 積 お よ び 総 細胞 表 面積 と の 関 係  
日 本 珪 藻 学 会 第 3 1 回 研究 集 会  
田 沢 湖 、 2 0 11 年 11 月 5 日  
 
Ma ya ma ,  S .  I so ya ma ,  H . ,  Yu as a ,  T.  an d  Fu j i t a ,  K .  
A d i s t i n c t  o rgan ic  l a ye r  u n d er l y in g  th e  s i l i c eo u s e  c e l l  wa l l  o f  P sa m mo n e i s  sp .  (B a c i l l a r io p h yc ea e) ,  a  
fo ra min i f e r a l  s ymb io n t ,  a n d  i t s  t a xo n o m y.  
AP P F  2 0 11  Th e  6 th  As i an  P ac i f i c  P h yco lo g i c a l  Fo r u m 
Yo esu ,  Ko r e a、 2 0 11 年 1 0 月 1 3 日  
 
真 山 茂 樹 ・ 磯 山大 樹  
有 孔 虫 Cy clo c l yp eu s  ca rp en t er i  に 共 生 す る 珪 藻 P sa m mo n e i s  sp .の 形 態 と 分 類  
日 本 珪 藻 学 会 第 3 2 回 大会  
東 京 、 2 0 11 年 5 月 1 4 日  
 
ポ ス タ ー 発 表  
Sa ku ma,  M . ,  Ho r i1 ,  S . ,  H a ya sh id a ,  T. ,  M a ya ma ,  S .  an d  U me mu ra ,  K .  
Ne w me th o d  fo r  r e mo vin g  d i sp e r s ed  CN T f ro m aq u e o u s  so lu t io n s .  
ISSS-6 ,  6 th  In t e rn a t io n a l  S ymp o s iu m o n  Su r fac e  S c i en ce  
To k yo ,  2 0 11 年 1 2 月 1 3 日  
 
Fu re y,  P.C . ,  M a ya ma ,  S . ,  Lo we ,  R . L .  an d  C a t en a z z i ,  A.  
Fra n ko p h i la  wa yq e ch a e  s p .  n o v.  a  n e w d i a to m sp ec i e s  f ro m th e  P eru v i an  An d es .  
No r th  Ame r i c an  Di a to m S y mp o s iu m 2 0 11  
Mo n tan a ,  US A、 2 0 11 年 9 月 1 6 日  
 
久 保 田 曜 丞 ・ 城田 隆 大・ 真 山 茂 樹 ・ 梅村 和 夫  
珪 藻 増 殖 と 重 力の 相 関に つ い て の 研 究  
日 本 珪 藻 学 会 第 3 2 回 大会  
東 京 、 2 0 11 年 5 月 1 4 日  
 
村 瀬  歩 ・ 久 保 田曜 丞 ・平 山 重 之 ・ 熊 代善 一 ・岡 野 光 夫 ・ 真 山茂 樹 ・梅 村 和 夫  



マ イ ク ロ チ ャ ンバ ー を用 い た ， 個 々 の珪 藻 細胞 の ２ 次 元 運 動の 解 析  
日 本 珪 藻 学 会 第 3 2 回 大会  
東 京 、 2 0 11 年 5 月 1 4 日  
 
山 田 祐 理 子 ・ 城田 隆 大・ 濱 田 幹 夫 ・ 真山 茂 樹・ 梅 村 和 夫  
カ ー ボ ン ナ ノ チュ ー ブの 珪 藻 増 殖 に 与え る 影響  
日 本 珪 藻 学 会 第 3 2 回 大会  
東 京 、 2 0 11 年 5 月 1 4 日  
 
そ の 他  
真 山 茂 樹 ・ 加 藤和 弘 ・大 森 宏 ・ 清 野 聡子  他 14 ヶ 国 の 共 同 研 究 者 計 20 名  
国 際 ウ ェ ブ 教 材シ ス テム 「 ケ イ ソ ウ プロ ジ ェク ト 」 を 1 7 言 語 で 作 成  
h t t p : / / ww w.u - g a ku ge i . ac . j p /~ d ia to m/  

2 0 1 2 年 3 月 5 日  
 

 

原 健 二  

著 書  

原 健 二  ( 2 0 1 1 )「 下 を 向い て 歩 こ う  アリ の 観察 と 飼 育 」  長谷 川 正・ 松 川 正 樹   

編 、 「 小 学 校 教員 の ため の 理 科 教 育  ― 科 学的 な 見 方 ・ 考 え方 を 養う ― 」 、 東 京 学芸 大 学出 版

会 、 p p .  1 1 4 -1 1 8 .  

 
 

高 森 久 樹  

口 頭 発 表  

高 森 久 樹 ,  芝 田 晴 彦 ,  山田 翔 ,  Bu i  Tu an  V ie t ,  青 塚  正 志  

ヒ ョ ウ モ ン シ ョウ ジ ョウ バ エ 亜 属 3種 の配 偶 行動 の 比 較  

日 本 動 物 学 会 第 82回 大会  
旭 川 、 2 0 1 1 年 9 月 2 2 日  

 
 
岩 元 明 敏  

著 書 （ 査 読 あ り ）  
岩 元 明 敏 （ 2 0 1 2） 「 マツ モ 属 」 戸 部 博・ 田 村実 編 、 「 新 し い植 物 分類 学 」 、 講 談 社、 p p .  5 2 -5 9  
 
口 頭 発 表  
近 藤 衣 里 、 先 﨑一 央 、杉 山 宗 隆 、 岩 元明 敏  
ゲ ノ ム 倍 数 化 がシ ロ イヌ ナ ズ ナ の 根 端成 長 およ び 染 色 体 動 態に 及 ぼす 影 響 の 解 析  
日 本 植 物 学 会 第 7 5 回 大会  
東 京 、 2 0 11 年 9 月 1 7 日  
 
Ak i to sh i  I wa mo to ,  E r i  Ko n d o ,  an d  Mu n e ta k a  Su gi y a ma  
Kin e ma t i c  an a l ys i s  o f  ro o t  g ro wth  in  Ara b id o p s i s  t h a l ia n a  i n co rp o ra t in g  a  s i mp l e  math e mat i c a l  
mo d e l  ( i n  En g l i sh )  
第 5 3 回 日 本 植 物 生 理 学会 年 会  
京 都 、 2 0 1 2 年 3 月 1 6 日  
 

 
Fe rj a ni  Al i 
論 文  
Fer j an i  A ,  S e g a mi  S ,  Ho r i gu ch i  G,  Sa k a t a  A ,  M ae sh i ma  M an d  Tsu ka ya  H (2 0 1 2 )  Re gu la t i o n  o f  
p yro p h o sp h a t e  l e v e l s  b y H + -P P as e  i s  c en t r a l  fo r  p ro p er  r e su mp t io n  o f  e a r l y  p l an t  d e v e lo p men t .  
Pla n t  S ig n a l in g  & B eh a v i o r .  7 :  3 8 -4 2 .  
 
Fe r j an i  A ,  S eg a mi  S ,  Ho r igu ch i  G,  Mu to  Y,  M a esh i ma  M an d  Tsu k a ya  H (2 0 11 )  K eep  an  E ye  o n  P P i :  
Th e  Va cu o l a r - Typ e  H + -P yro p h o sp h a t a se  R e gu l a t e s  P o s t g e r min a t i v e  D e ve l o p men t  i n  Arab id o p s i s .  
Pla n t  C e l l .  2 3 :  2 8 9 5 -2 9 0 8 .  
 
M.  Ka tan o ,  Y.  K a z a ma,  T.  Ab e ,  an d  A.  Fe r j an i  (2 0 11 )  H ea v y- io n  b e a m- med ia t ed  sc re en in g  to  
e va lu a t e  l e a f - s i z e  co n t ro l  i n  f u g u 5  mu t an t  o f  Ara b i d o p s i s  t h a l ia n a .  RI KEN A cc e l .  P ro g .  R ep .  4 4 ,  p p  

http://www.u-gakugei.ac.jp/~diatom/


2 7 0 .  
 
Yo ich i ro  Fu kao  an d  Al i  F e r j an i  (2 0 11 )  V- ATP as e  d ys fu n c t io n  u n d e r  e x ce ss  z in c  i n h ib i t s  Ar ab id o p s i s  
ce l l  e xp an s io n .  P la n t  S ig n a l in g  & B eh a v io r .  6 :  1 2 5 3 -1 2 5 5 .  
 
Fu k ao  Y,  F er j an i  A,  To m io k a  R ,  N a ga s a k i  N ,  Ku r a t a  R ,  Ni sh i mo r i  Y,  Fu j i wa ra  M  an d  M ae sh i ma  M 
(2 0 11 )  i TR AQ An a l ys i s  R e ve a l s  M e ch an i s ms  o f  Gr o wth  D e fe c t s  d u e  to  E x c e ss  Z in c  i n  Ar ab id o p s i s .  
Pla n t  Ph ys io l .  1 5 5 :1 8 9 3 - 1 9 0 7 .  
 
招 待 講 演  
Fer j an i  Al i  
発 芽 後 の 成 長 およ び 葉の サ イ ズ 制 御 にお け る H + -輸 送 性 ピ ロ ホ ス フ ァ ター (H + -P P ase )の 役 割 。奈

良 先 端 科 学 技 術大 学 院大 学  植 物 機 能学  植物 グ ロ ー バ ル  GCOE  s e min ar ,  2 0 1 1年 1 2月 2 2日  
Fe r j an i  Al i  
葉 の 大 き さ は どの よ うに 決 定 さ れ る のか ？ 補償 作 用 か ら 得 た数 々 のヒ ン ト 。  
埼 玉 大 学 分 子 生物 学 科／ 環 境 科 学 研 究セ ン ター 共 催 セ ミ ナ ー、 2 0 1 1年 1 1月 9日  
 
口 頭 発 表  
久 永 哲 也 ・ Fer j an i  Al i・ 堀 口 吾 朗 ・ 石 田喬 志 ・杉 本 慶 子 ・ 塚 谷裕 一  
DN A 損 傷 応 答 が f u g u 2 の 補 償 作 用 に 果た す 役割  
第 5 2回 日 本 植 物生 理 学会 年 会  
東 北 大 学 川 内 北キ ャ ンパ ス (仙 台 市 )、 2 0 11年 3月 2 1日  
 
久 永 哲 也 ・ Fer j an i  Al i・ 堀 口 吾 朗 ・ 石 田喬 志 ・杉 本 慶 子 ・ 塚 谷裕 一  
f u g u 2 / f a s1 の 補 償 作 用 は DN A 損 傷 応 答 に よ っ て 誘 導 さ れ る  
植 物 学 会 第 7 5 回 大 会  
東 京 大 学 駒 場 キャ ン パス （ 東 京 都 ）、 2 0 11年 9月 1 7日  
 
浅 岡 真 理 子 ・ 瀬上 紹 嗣・ 佐 藤 ち ひ ろ ・ Al i  F er j a n i・ 前 島 正 義  
液 胞 膜 プ ロ ト ンポ ン プ H ＋ -P P as e機 能 欠 失 株 と 過剰 発 現 株 の 生 理学 的 特性 の 解 析  
第 5 3 回 日 本 植 物 生 理 学会 年 会  
京 都 産 業 大 学 、 20 1 2年 3月 1 8日  
 
ポ ス タ ー 発 表  
Al i  F er j an i ,  Yu k ar i  Mu to ,  Go ro u  Ho r i gu ch i ,  M as a y o sh i  M ae sh i ma ,  H i ro ka zu  Tsu k a ya  

Re mo va l  o f  C yto so l i c  P P i  i s  a  P re req u i s i t e  fo r  P ro p er  Re su mp t io n  o f  P o s t - Ge r min a t i v e  De v e lo p me n t  
i n  Ara b id o p s i s  t h a l ia n a .  
X V II I  In t e rn a t io n a l  Bo tan i c a l  Co n g re ss ,  M elb o u rn e ,  Au s t r a l i a  2 3 -3 0  Ju l y ,  2 0 1 1  
 
Fer j an i  Al i・ 瀬 上 紹 嗣 ・ 堀 口 吾 朗 ・ 武 藤由 香 里・ 前 島 正 義 ・ 塚谷 裕 一  
プ ロ ト ン 輸 送 性ピ ロ ホス フ ァ タ ー ゼ の欠 損 によ っ て 過 剰 蓄 積す る ピロ リ ン 酸 は 、 貯蔵 脂 質に 由

来 す る シ ョ 糖 の生 合 成を 阻 害 す る  
日 本 植 物 形 態 学会 第 2 3回 総 会 ・ 大 会  
日 本 女 子 大 学 目白 キ ャン パ ス （ 東 京 都） 、 2 0 11年 9月 1 6日  
 
吉 村 麻 美 ・ 塚 谷裕 一 ・ Fer j an i  Al i  
f u g u 5変 異 体 に お け る細胞 周 期 関 連 遺 伝子 の 発現 解 析  
日 本 植 物 形 態 学会 第 2 3回 総 会 ・ 大 会  
日 本 女 子 大 学 目白 キ ャン パ ス （ 東 京 都） 、 2 0 11年 9月 1 6日  
 
坂 田 あ ず さ ・ 塚谷 裕 一・ Fer j an i  Al i  
f u g u 5変 異 体 に お け るピロ リ ン 酸 の 代 謝と 補 償作 用 及 び ス ト レス 耐 性と の 関 連  
日 本 植 物 形 態 学会 第 2 3 回 総 会 ・ 大 会  
日 本 女 子 大 学 目白 キ ャン パ ス （ 東 京 都 ）、 2 0 11 年 9 月 1 6 日  
 
石 川 一 貴 ・ 塚 谷裕 一 ・ Fer j an i  Al i  
シ ロ イ ヌ ナ ズ ナの 補 償作 用 に 見 ら れ る細 胞 肥大 と V -ATP a seと の 関 係  
日 本 植 物 形 態 学会 第 2 3 回 総 会 ・ 大 会  
日 本 女 子 大 学 目白 キ ャン パ ス （ 東 京 都 ）、 2 0 11 年 9 月 1 6 日  
 
片 野 真 奈 ・ 風 間裕 介 ・平 野  智 也 ・ 阿 部知 子 ・塚 谷 裕 一 ・ Fer j an i  Al i  

f u g u 5変 異 体 に 対 す る重イ オ ン ビ ー ム 照射 で 作出 し た 変 異 体  — 補 償作用 に よ っ て 昂 進さ れ る細

胞 伸 長 制 御 系 の遺 伝 学的 解 析  — 
日 本 植 物 学 会 第 75回 大会  
東 京 大 学 駒 場 キャ ン パス （ 東 京 都 ）、 2 0 11年 9月 1 7日  
 



そ の 他 ： プ レ ス リ リ ース  
「 ピ ロ リ ン 酸 除去 が 植物 の 成 長 に 不 可欠 」 科学 新 聞 2 0 11 .9 .2 3 第 3 3 5 7 号  
 
探 研 人  「 砂 漠で 育 つ植 物 作 り た い 」朝 日 新聞 2 0 11 .1 0 .2 0 
 

 

狩 野 賢 司  

論 文  
Sa to  A an d  Ka r in o  K (2 0 11 )  O ff sp r in g  s e x  r a t i o  p ro d u ced  b y  f e ma l e  gu p p ie s  i n  t h e  wi ld  co r re l a t e s  
wi th  se xu a l  o rn a me n t s  o f  t h e i r  so n s .   J .  E th o l .  2 9 :  2 2 1 -2 2 6  
 
Ka r in o  K ,  I sh i wa t a r i  T,  K u d o  H an d  S a to  A (2 0 11 )  Fe ma le  ma t e  p r e fe r en ce  fo r  a  co s t l y  o rn a men t  i n  
ma le  gu p p i e s .   B eh a v.  E c o l .  So c io b io l .  6 5 :  1 3 0 5 -1 3 1 5 .  
 
Ka r in o  K  an d  Ik eu ch i  M ( 2 0 11 )  Fe ma l e  f e cu n d i t y  a n d  ea r l y  o f f sp r in g  g ro wth  in  t h e  gu p p y,  Po e c i l i a  
re t i cu la ta .   I ch th yo l .  R e s .  5 8 :  2 5 5 -2 6 2 .  
 
ポ ス タ ー 発 表  
福 田 祥 子 ・ 狩 野賢 司  
チ ェ リ ー バ ル ブ雄 の 体色 に 対 す る 雌 の配 偶 者選 好 性  
日 本 動 物 行 動 学会 第 3 0 回 大 会  
慶 應 義 塾 大 学 （東 京 ）、 2 0 11 年 9 月 8 日 〜 11 日  
 
佐 藤 綾 ・ 狩 野 賢司  
グ ッ ピ ー に お ける 雄 の背 鰭 に 対 す る 雌の 配 偶者 選 択 〜 年 齢 依存 の 選り 好 み の 検 証  
日 本 動 物 行 動 学会 第 3 0 回 大 会  
慶 應 義 塾 大 学 （東 京 ）、 2 0 11 年 9 月 8 日 〜 11 日  
 
工 藤 宏 美 ・ 狩 野賢 司  
グ ッ ピ ー の 産 子形 質 に対 す る 温 度 環 境の 影 響  
日 本 動 物 行 動 学会 第 3 0 回 大 会  
慶 應 義 塾 大 学 （東 京 ）、 2 0 11 年 9 月 8 日 〜 11 日  
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